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講義名 基礎統計学

学部専門基礎　選択必修科目区分

栗田　真樹担当教員

2単位数

後期 火曜日 ５時限開講期・曜日・時限
2018年度 人間社会学部 人間健康学科／2018年度 人間社会学部 観光学科／2018年度 人間社会学部 人間社会学
科／
2017年度 人間社会学部 人間健康学科／2017年度 人間社会学部 観光学科／2017年度 人間社会学部 人間社会学
科／
2016年度 人間社会学部 人間健康学科／2016年度 人間社会学部 観光学科／2016年度 人間社会学部 人間社会学

主題と概要
　統計学は現象の分析や予測には不可欠なものであり、様々な領域において統計的方法が用いられている。統計的方
法を現実問題に適用することにより、課題がもっている意味を統計的な考え方で解明することができる。近年、パソ
コン用の統計ソフトの普及やエクセルなどの表計算ソフトへの統計機能の搭載により手軽に統計的方法を利用できる
環境が整いつつあり、それに伴い統計的なものの見方や統計的方法への認識が高まってきている。　本授業では、統
計的なものの考え方を理解するとともに、現実の問題に統計的手法を適用するうえで必要な基礎知識の習得を目的と
する。そこでまず、データから情報を取り出す方法について学習する。つぎに代表値、散布度、データをグラフや散
布図にして視覚的に捉える方法、相関係数、回帰の意味について学習していく。

到達目標
・統計的な考え方を身につける
・統計学の基礎的な知識の修得

提出課題
毎回、授業の復習問題を課題とする予定。

履修にあたっての注意・助言他

提出課題と期末試験の結果を30対70のウエイトで評価する。

評価の基準

　授業を受けるに当たり数学的な予備知識は必要としない。授業では各自が電卓を使って簡単な問題を解くことによ
り、授業内容の理解が深まるようにしている。従って、授業には電卓の持参が必須となる。また表計算ソフトを利用
すると効率的に統計処理することができるので、情報処理関係の科目を併せて履修することを推奨している。
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教科書

.『初等統計学』 （第４版）.

プリント資料及び参考文献
授業中にプリントを配布する。

Ｐ.Ｇ.ホーエル（浅井晃、村
上正康　共訳）

培風館 1998 978456300839
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授業計画

備考

予習・復習

　この授業科目は2単位ですが、2単位に必要な学修総時間は90時間と決められています。90時間の内訳は授業で30時間（2
時間×15回）、予習・復習で60時間（4時間×15回）です。
　予習・復習、定期試験の準備等、授業時間外で60時間の学修を達成できるように主体的・積極的に取り組んでください
。


